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Ⅰ．今月の予報 

【注意すべき病害虫】 

水 稲 

 
１．いもち病（葉いもち） 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 平年並 県下全域 

 
［予報の根拠］ 

①  5 月下旬現在，例年通り置苗にいもち病の発生は認められなかった。 
②  気象予報によると，6 月は平年と比べて曇りや雨の日が多いと予想されるが，      
気温は平年並か低いと予想され，発生を助長する条件ではない。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

①  常発地で育苗箱施用剤を使用していない水田では発生に注意する。 
②  例年 6 月末頃から発生するので，葉いもちを粒剤で防除する場合は発生前に
施用する。 

③  粒剤の施用時期と中干しの時期が重なる場合は，中干し後に必ず湛水状態に
してから粒剤を散布する。かけ流しはしないで 4 日間は湛水状態にする。 

④  防除所の調査地点では 75％のほ場で置苗が認められる。置苗はいもち病の発
生源となるため，速やかに本田から持ち出して埋めるなど，処分する。 

⑤ 中干し等の栽培管理を徹底し，イネの健全育成に努める。 
  

２．イネミズゾウムシ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

やや遅い 平年並 県下全域 

 
［予報の根拠］ 

① 5 月下旬現在，成虫の発生時期は平年よりやや遅く，発生量は県北，鹿行，

県南でやや少なく，県西で平年並である（表 1）。 

② 成虫による葉の食害（被害度）は平年並である（表 1）。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① イネの初期生育が遅い水田，育苗箱施用剤を使用していない水田では発生に

注意する。 

② 成虫の発生ピークは，5 月末～6 月上旬となる。6 月中旬までの晴天の日中に，

10 株あたり 8 頭以上の成虫が認められる場合は，ＭＲ．ジョーカー粒剤等を

散布する。粒剤の使用にあたっては，散布後に水が流出すると効果がないの

で，かけ流しはしないで 4日間は湛水状態にする。 

③ 湛水状態は成・幼虫の活動に好適なため，防除終了後は適切な水管理をして

イネの健全育成に努める。 
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  （水稲 イネミズゾウムシ 続き） 
 

表 1 イネミズゾウムシ成虫の発生状況（5月下旬調査） 

虫数（頭）／25 株   被害度 
 

本年 前年 平年 本年 前年 平年 

県北 1.2 3.0 2.8 15 17 17 

鹿行 0.7 2.3 2.0 9 8 9 

県南 2.2 1.6 3.6 27 15 25 

県西 3.1 0.7 3.2 20 7 21 

全県 1.8 2.1 3.3 19 14 19 

被害度：葉の食害程度を示す。1～20 は少発生，21～40 は中発生，41～70 は多発生。 

 

 ３．イネドロオイムシ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

やや遅い やや多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

①  5 月下旬現在，越冬成虫の発生時期は平年よりやや遅く，発生量は平年並であ
る（表 1）。 

② 気象予報によると，6 月は平年と比べて曇りや雨の日が多いと予想され，発生
に適した条件である。 

  

［防除上注意すべき事項］ 

①  比較的低温で湿潤な気候を好むので，曇雨天が続く場合は注意が必要である。 
②  霧が発生する地域では特に発生に注意する。 
③  育苗箱施用剤を使用していない水田では発生に注意する。曇雨天が続いた場
合は，育苗箱施用剤を使用していても 6 月中旬以降に発生が多くなることが

ある。  

④  例年，幼虫は 6 月上旬頃から発生し，被害は 6 月下旬に最も多くなる。 
⑤ 幼虫の発生が多く，食害が目立つ場合は，トレボン粒剤等を散布する。 
 

表１ イネドロオイムシ成虫の発生状況（5月下旬調査） 
  

虫数（頭）／25 株  発生地点率（％） 

本年 前年 平年 本年 前年 平年 

県北 0.1 0.0 0.1 7 0 4 

鹿行 0.0 0.0 0.1 0 0 8 

県南 0.2 0.1 0.2 11 5 11 

県西 0.0 0.0 0.0 0 0 2 

全県 0.1 0.0 0.1 6 2 5 
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小麦・六条大麦 

 
１．赤かび病 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

遅い 多い 県下全域 

 
［予報の根拠］ 

①  5 月第 2 半旬以降，曇雨天が多く，感染を助長する条件が続いている。気象予報によ
ると，向こう 1 か月も平年に比べ曇りや雨の日が多いと予想されている。 

②  5 月下旬現在，六条大麦では平年よりやや多い発生である。小麦は平年並の発
生であるが，今後病徴が現れるものが多いと考えられる。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 倒伏や収穫の遅れにより発生が助長される恐れがあるため，適期収穫に努める。ま

た，赤かび粒が混入しないよう注意する。 

② 収穫後は速やかに乾燥・調製を行う。調製の際は，グレーダー網目を 2.4mm 以上とするな

ど，被害粒の除去を徹底する。 

（病害虫発生予察注意報第 1 号 参照） 

 

 

ナ シ  

 
 
１．黒星病 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 平年並～やや多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① 5 月下旬現在，発病葉率・発病果率ともに，平年並～やや少ないが，発生地点率は平年

並～やや高い。 

② 気象予報によると，向こう１か月は曇りや雨の日が多い予想され，発生に適した条件にな

りやすい。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 発病した果そう基部，葉及び果実は二次伝染源となるため，見つけ次第除去し，土中深く
埋める。 

② 発病の多い圃場では，治療効果を期待できるスコア水和剤 10 等を散布する。なお，薬剤防
除にあたっては，周囲への飛散(ドリフト)に十分注意した散布方法で行う。 

③ 薬剤散布量は,10a 当たり 300 リットルを目安にし，丁寧に散布する。 
④ 薬液のかかりにくい部分に対しては，手散布等により補正散布を行う。 
⑤ 薬剤耐性菌の出現を回避するため,DMI（EBI）剤の年間使用回数は原則 3回以内に抑えるこ
とが望ましいが，現在発病の多い圃場では追加散布を実施する。その際，使用回数には特

に注意する。 
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（ナシ 続き） 

２．カメムシ類 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並～やや遅い
多い 

（越冬世代） 
県下全域 

 

 

［予報の根拠］ 

①  本年 2 月の山林でのチャバネアオカメムシの越冬量調査の結果，越冬虫は過
去 10 年中最も多かった。 

②  5 月の主要な生息場所であるサクラ(笠間市)におけるチャバネアオカメムシ
の発生量は過去 5 年中最も多い。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

①  ナシ園に多数のカメムシ類が飛来した場合，エルサン水和剤 40，ＭＲ.ジョー
カー水和剤等の薬剤による防除を行う。なお，薬剤防除にあたっては，周囲への飛

散(ドリフト)に十分注意した散布方法で行う。 

② 防除はカメムシ類の活動が鈍い早朝に行う。 
③ 多目的防災網（6mm 目及び 9mm クロス目以下）を張るなどの物理的な防除対策
を行う。 

 

３．ナシヒメシンクイ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

①  5 月下旬現在，被害果は認めず平年並である。 
②  5 月下旬までのフェロモントラップ（笠間市，土浦市）への誘殺数は平年より
多い。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

①  今後，次世代成虫が発生するため，今後の情報等を参考に適期防除に努める。 
②  薬剤散布量は，10a 当たり 300 リットルを目安にし，丁寧に散布する。なお，
薬剤防除にあたっては，周囲への飛散(ドリフト)に十分注意した散布方法で行う。 
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夏ネギ 

 
１．べと病 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 やや多い～多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① 5 月下旬現在，発病度は平年並，発生地点率は平年よりやや高い。 

② 気象予報によると，向こう 1か月は，平年に比べ曇りや雨の日が多いと予想され，発生を

助長する条件である。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 葉に灰白色のかびの生えた病斑が見られる場合には，早期に防除を実施する。その後も曇

雨天が続くと発生は助長されるため，発病状況に応じて薬剤散布を行う。 

② 薬剤散布量は，10a 当たり 250 リットルを目安にし，丁寧に散布する。 

③ 肥料切れは発生を助長するため，生育状況に合わせ適切な肥培管理を行う。 

 

２．ネギアザミウマ 

［予報内容］ 

発生時期 発 生 量 発生地域 

平年並 やや多い 県下全域 

 

［予報の根拠］ 

① 5 月下旬現在，被害度，発生地点率とも平年よりやや高い。 

 

［防除上注意すべき事項］ 

① 今後は気温の上昇に伴い増殖が速くなるので，発生初期からの防除を徹底する。 

② 薬剤散布量は，10a 当たり 250 リットルを目安にし，丁寧に散布する。 

③ 雑草は，ネギアザミウマの発生源となるため，圃場周辺の除草を徹底する。 

 

 

【その他の病害虫】 

作物 病害虫名 発生予想 発生概況及び注意すべき事項 

黄化萎縮病 

 

－ 

 

移植後 10～50 日の間に冠水すると発生の恐れがあ

る。発生を認めた場合，直ちにリドミル粒剤 2を散

布する。 水
稲 

イネクロカメ

ムシ 

発生時期：遅い 

発生量：平年並 

水田では 6月下旬頃から発生するので，発生を認め

た場合は防除する。 

アブラムシ類 
発生時期：遅い 

発生量：少ない 
5 月下旬現在，平年より少ない発生である。 

ナ
シ 

ハダニ類 発生量：平年並 5 月下旬現在，発生は認められない。 
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作物 病害虫名 発生予想 発生概況及び注意すべき事項 

灰色かび病 発生量：平年並 開花期に降雨が続くと発生しやすいので注意する。ブ
ド
ウ べと病 発生量：平年並 降雨が続くと発生しやすいので注意する。 

炭そ病 発生量：平年並 

5 月下旬現在，発生は認められない。昨年発生した

圃場では，降雨により枝の病斑から胞子が飛散する

ので，防除を徹底する。 カ
キ 

カキクダアザ

ミウマ 
発生量：平年並 5 月下旬現在，発生は認められない。 

さび病 発生量：平年並 
5 月下旬現在，平年並の発生である。曇雨天が続く

と発生が助長されるので，初期防除を徹底する。 
夏
ネ
ギ 

黒斑病 発生量：平年並 

5 月下旬現在，平年よりやや少ない発生である。高

温多雨の場合には発生が助長されるので，初期防除

を徹底する。 

つる枯病 発生量：やや多い

5 月下旬現在，平年よりやや多い発生である。降雨

が多いと発生が助長されるので，今後の気象に注意

する。 ス
イ
カ 

（
ト
ン
ネ
ル
） 炭そ病 発生量：平年並 

5 月下旬現在，平年並の発生である。降雨が多いと

発生が助長されるので，今後の気象に注意する。 

促
成 

キ
ュ
ウ
リ

褐斑病 ― 

5 月下旬現在，平年より多い発生である。罹病部は，

次作への伝染源となるので，栽培終了時に残さのハ

ウス外への持ち出しを徹底する。 

半
促
成 
ピ
ー
マ
ン

アザミウマ類 発生量：平年並 5 月下旬現在，平年並の発生である。 

抑
制 

ト
マ
ト 

ミカンキイロ

アザミウマ 
   ― 

ＴＳＷＶ（トマト黄化えそウイルス）を媒介するた

め，前作からの防除も含め，育苗期の防除を徹底す

る。 
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Ⅱ．病害虫ミニ情報 

 
ナシを加害するハダニ類卵の薬剤感受性と防除について 

 

ハダニ類は，薬剤抵抗性が発達しやすい代表的な害虫です。そこで，薬剤の効果を確認するため，

ナシのハダニ類について，3 種類の殺卵剤に対する感受性検定を行いました。その結果と防除対策

の注意点についてお知らせします。 

 

【検定方法】 

平成 17 年 8 月下旬に，県内のナシ園からナミハダニ雌成虫を採集し，ポット栽培したツルなしイ

ンゲン葉に産卵させた後，この卵を検定に供試しました。ハダニが産卵したインゲン葉を，所定濃

度に希釈した供試薬剤に 10 秒間浸漬し，処理 7日後に孵化幼虫数及び未孵化卵数を調査しました。 

 

【供試薬剤及び希釈倍数】 

タイタロンフロアブル（フルアクリピリム水和剤）：2,000 倍希釈 

マイトクリーン（ピリミジフェン水和剤）：2,000 倍希釈 

バロックフロアブル（エトキサゾール水和剤）：2,000 倍希釈 

 

【結果】 

（１）タイタロンフロアブルは，補正死虫率が 74～86%と地点によってばらつきがありました（表

１）。 

（２）マイトクリーンは，補正死虫率が 75～93%と地点によってばらつきがありました（表１）。 

（３）バロックフロアブルは，補正死虫率が 27～54%と全体的に低い傾向でした(表１)。 

バロックフロアブルは，平成 9 年に行った検定では，調査した全地点で補正殺卵率が 100％で

あり，ナミハダニ及びカンザワハダニの卵に対して高い殺卵効果が認められました。しかし，平

成 15，16 年に行った検定では，ナミハダニの卵に対する補正殺卵率が 10％前後と低い傾向であ

り，今回の検定結果においても同様の傾向であったことから，ナシ園によっては，ナミハダニ卵

のバロックフロアブルに対する感受性が低下している傾向が認められました。 

 

表１ 各種薬剤処理 7日後のナミハダニの補正死虫率（％）1) 

採集地点 
供試薬剤 

土浦市 筑西市 下妻市 

タイタロンフロアブル 81 86 74 

マイトクリーン 86 93 75 

バロックフロアブル 49 54 27 

１）補正死虫率(%)＝｛（対照区生存虫率－処理区生存虫率）／対照区生存虫率｝×100 

※孵化直後に死亡した幼虫は，死虫とした。 

 

【防除対策の注意点】 

（１）ハダニ類は，高温乾燥の条件で発生が助長されるため，梅雨明けから急激に増加します。多

発生すると防除が難しくなるので，発生初期の防除を徹底して下さい。 

（２）ナシには，ナミハダニ，カンザワハダニ，ミカンハダニなどが発生します。薬剤によっては，

特定の種類のハダニに対して殺虫効果がないものがあります。防除を行う際には，そのナシ園

で発生しているハダニの種類に合わせて殺虫効果のある薬剤を選ぶことが必要です。 

（３）薬剤感受性の低下を避けるため，同一薬剤の使用は年 1回として下さい。ただし，ある薬剤

に対する感受性が低下したハダニは，同系統の別の薬剤に対しても同様に感受性が低下するこ

とがあります。サンマイト水和剤，ダニトロンフロアブル，マイトクリーン及びピラニカ水和

剤は，同系統の薬剤とみなされますので，これらはいずれかを年 1回の使用として下さい。 

 ７



施設野菜におけるコナジラミ類の防除について 

 

施設野菜におけるコナジラミ類は，すす症状により作物の生育や品質に影響を及ぼす以外に，ウ

イルス病を媒介することもあり，防除を十分に行う必要があります。 

また最近は各種殺虫剤に対する抵抗性が発達しているタバココナジラミ バイオタイプＱの発生

を県内で確認しています。タバココナジラミ バイオタイプＱは薬剤抵抗性が発達しているため，

薬剤散布以外の防除法も利用して，総合的な病害虫管理を行うことが大切です。 
そこで今回は，施設野菜のコナジラミ類に対する耕種的防除法や物理的防除法を中心とした防除

方法について紹介します。 

 

【防除対策】 

１）栽培期間における防除対策＜薬剤を散布する以外に，次のような防除法や注意点があります。 

 ① 定植時には，苗にコナジラミ類の寄生がないかよく確認し，ハウスへの持ち込みを防止する。 

 ② ハウスの出入り口と側窓には０．４ｍｍ目合いの防虫ネットを設置し，侵入防止を図る。 

 ③ 光反射マルチ，ＵＶカットフィルム，黄色粘着板等を利用する。 

 ④ 増殖源となるハウス内および周辺雑草の除草を徹底する。 

 ⑤ 芽かきした葉や茎は，ハウス内に放置せず，肥料袋等に密封して腐らせ，葉についた虫を死

滅させて処分するか，土中に深く埋める。 

２）栽培終了時における防除対策 

 ① 株を引き抜くか，株元を切断してから１～２週間程度ハウスを密閉して蒸しこむ。作物が完

全に枯れ，コナジラミ類が死んだことを確認してから収穫残さを処理する。 
 

 

 

農薬登録速報（4月）の概要 

 
平成１８年４月期間中（４／1～４／３０）に新規・変更登録のあった農薬は，以下のとおりです。
なお，農薬の使用にあたっては，必ずラベル等を確認してください。 
 
○ 殺虫剤・殺菌剤・殺虫殺菌剤・殺そ剤等 
新規＞ＤＡＳビームキラップジョーカー粉剤ＤＬ，ＳＴパダンバッサ１キロ粒剤，ＳＴビームゾル，

サブリナフロアブル，サンケイサブリナフロアブル，スパイデックス，ビームキラップジョーカー

粉剤ＤＬ，プロパック箱粒剤，ホクコーイモチエース１キロ粒剤１０，ホクコーイモチエースリン

バー１キロ粒剤，ホクコーキラップフロアブル，ホクコーキラップ粉剤ＤＬ，マザック乳剤，レイ

ンボーフラワーＥＸ，協友ヒノザン粉剤２５ＤＬ，三共ブラストップダントツ粉剤ＤＬ 

変更＞ＩＣボルドー４１２，ＩＣボルドー６６Ｄ，ＳＴアンビルフロアブル，アクタラ粒剤５，ア

ドマイヤー顆粒水和剤，アファーム乳剤，アミスタートレボンＳＥ，アルバリン顆粒水溶剤，アン

ビルフロアブル，オルトラン水和剤，カスケード乳剤，キヒゲンＲ－２フロアブル，クミアイアド

マイヤー顆粒水和剤，クミアイガスタード微粒剤，クミアイスピノエース顆粒水和剤，クミアイダ

イアジノン粒剤５，クミアイダコニール１０００，クミアイトップジンＭ水和剤，グリーンオイル，

コロマイト乳剤，サンケイダイアジノン粒剤５，シオノギ・ダイセド水和剤，シンジェンタアミス

タートレボンＳＥ，スタークル顆粒水溶剤，ストロビーフロアブル，スパットサイド水和剤， 

スピノエース顆粒水和剤，ダイアジノン粒剤５，ダイセド水和剤，ダコニール１０００，ダコニー

ルエース，テルスターフロアブル，トップジンＭ水和剤，トップジンＭ粉剤，ニッソラン水和剤，

バスアミド微粒剤，フォース粒剤，ホクコーオルトラン水和剤，ホクコーガスタード微粒剤，ホク

コースタークル顆粒水溶剤，ホクコーダイアジノン粒剤５，ホクコートップジンＭ水和剤， 

ホクコートップジンＭ粉剤，ホクコーリゾレックス粉剤，マイコタール，モスピラン・トップジン

Ｍスプレー，ヤシマアンビルフロアブル，ヤシマダイアジノン粒剤５，ヤシマダイセド水和剤，ヤ
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シマトップジンＭ水和剤，ヤシマトップジンＭ粉剤，ラグビーＭＣ粒剤，ランネート４５ＤＦ，ラ

ンマンフロアブル，リゾレックス粉剤，リドミル粒剤２，三井東圧アルバリン顆粒水溶剤，三共ア

ドマイヤー顆粒水和剤，三共ダイアジノン粒剤５，三菱スパットサイド水和剤，石原ラグビーＭＣ

粒剤，日産ストロビーフロアブル，日産スピノエース顆粒水和剤，日産ダイアジノン粒剤５，日産

フォース粒剤，日曹ストロビーフロアブル，日農アンビルフロアブル，日農ダイアジノン粒剤５，

日農トップジンＭ水和剤，日農フォース粒剤，武田アンビルフロアブル，武田オルトラン水和剤，

武田ダコニール１０００，武田フォース粒剤 

 
○ 除草剤等 

新規＞ＤＡＳカービー１キロ粒剤，ＳＤＳカービー１キロ粒剤，ＳＴゴルボ１キロ粒剤５１，ＳＴ

トレファノサイド乳剤，オールキラースピードＸ微粒剤，カービー１キロ粒剤，ガスパ１キロ粒剤

５１，ゴウワンジャンボ，ネコソギＡ粒剤，バイエルイノーバＤＸアップフロアブル，パンチャー

１キロ粒剤，プラスワンジャンボ，プラスワンフロアブル，ホームランキングジャンボ，ホクコー

プラスワンジャンボ，ホクコープラスワンフロアブル，ホクコーホームランキングジャンボ，快速

除草，三共ガスパ１キロ粒剤５１ 

変更＞ＡＣＣクリアターン細粒剤Ｆ，ＢＡＳＦバサグラン液剤（ナトリウム塩），アージラン液剤，

ウェイアップフロアブル，カイタック細粒剤Ｆ，カイタック乳剤，カソロン粒剤６．７， 

クサトリーＤＸフロアブルＨ，クサトリーＤＸフロアブルＬ，クミアイナブ乳剤，クミアイバサグ

ラン液剤（ナトリウム塩），クリアターン細粒剤Ｆ，クリアターン乳剤，グリホス，ゴーゴーサン乳

剤３０，サイアナミッド カイタック細粒剤Ｆ，サイアナミッドカイタック乳剤，サイアナミッドク

リアターン乳剤，シアノット，デュアール乳剤，デュポン カイタック細粒剤Ｆ，デュポンカイタッ

ク乳剤，デュポンクリアターン細粒剤Ｆ，デュポンクリアターン乳剤，デュポンロロックス，ナブ

乳剤，ホクコーカソロン粒剤６．７，ホクコーナブ乳剤，ホクコーバサグラン液剤（ナトリウム塩），

ヤシマ カルナクス，ヤシマナブ乳剤，ヤシマバサグラン液剤（ナトリウム塩），ロロックス粒剤，

丸和サーベルＤＦ，三共クサトリーＤＸフロアブルＨ，三共クサトリーＤＸフロアブルＬ，三共の

草枯らし，三共バサグラン液剤（ナトリウム塩），住化バサグラン液剤（ナトリウム塩），石原アー

ジラン液剤  

 
○ 植調剤等 
新規＞スサーノマックス液剤 
変更＞ＳＴジベラ錠，ジベレリン協和液剤，ジベレリン協和錠剤，ジベレリン協和粉末，ジベレリ

ン明治，ジベレリン明治液剤，ジベレリン明治錠剤，フィガロン乳剤，武田ジベラ錠 

 
○ 失効農薬 
〔ＤＩＣ〕ディクトラン乳剤，ＵＢＥピリカット乳剤，アグロスデリス粉３，アップランダー水和

剤，アベンティスグランドボーイＷＤＧ，クサキラーＡ粒剤，クミアイスミチオンＭＣ，ケス水和

剤，ザーベックスＳＭ粒剤，サングロール，サンサイド水和剤，シクロサール乳剤１０，ダイメッ

クスＤ ＥＷ，ダラポン水溶剤，ダラポン粒剤，テソロ水溶剤，トモノダイアジノン乳剤４０，ト

レトップ粉剤ＤＬ，バイエルスペックス水和剤，バイエルルビゲン水和剤，ビームジンスミバッサ

粉剤，ビタサイド粒剤，フジワンアプロードロムダン粉剤ＤＬ，ホクコーマクバールベイト，ホク

コーロムダン水和剤，マクバールベイト，マルチガード水和剤，ヤシマスミマラバッサ粉剤ＤＬ，

ヤシマダイアジノン乳剤４０，ヤシマベフランサルファフロアブル，ラブバリダルーバンバッサ粉

剤ＤＬ，ロムダン水和剤，金鳥ナメクジ粒剤，三井トレトップ粉剤ＤＬ，三共ブラックリーフ４０，

三明カゼイン石灰，日農ロムダン水和剤 
 

※農薬の登録失効は，同一成分の農薬においても販売メーカー毎になりますので，ご注意願います。 
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Ⅲ．今月の気象予報 

関東甲信地方 1か月予報 

（予報期間  5 月 27 日から 6月 26 日） 

気象庁（5月 26 日 発表）

  ＜向こう 1か月の気温，降水量，日照時間の各階級の確率（％）＞ 

［確率］ 

 

 

 

 

 

［概要］ 

 平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。 

 向こう 1か月の平均気温は平年並か低いでしょう。降水量は平年並か多いでしょう。日照時間は

平年並か少ないでしょう。  

 

＜1 週目の予報＞  5 月 27 日（土曜日）から 6月 2 日（金曜日） 

   気温 関東甲信地方 平年並 

 

＜2 週目の予報＞  6 月 3 日（土曜日）から 6月 9 日（金曜日） 

   気温 関東甲信地方 平年並か低い 

 

＜3 週目から 4週目の予報＞ 6 月 10 日（土曜日）から 6月 23 日（金曜日） 

   気温 関東甲信地方 平年並か低い 

要素 予報対象地域 低い(少ない) 平年並 高い（多い） 

気温 関東甲信全域 40 40 20 

降水量 関東甲信全域 20 40 40 

日照時間 関東甲信全域 40 40 20 

 

 

Ⅳ．テレホンサービス 

下記の情報を 24 時間提供しています。リアルタイムな情報を提供するために，病害虫の発生

状況等によっては内容を変更することがあります。 

 

電話番号：029（226）5321，6131 

 

6 月上旬  水稲及びナシの病害虫対策について 

6 月中旬  水稲及びダイズ，並びにナシの病害虫対策について 

6 月下旬  施設野菜病害虫の対策について 

7 月上旬  水稲，果樹，露地野菜病害虫の発生現況と防除対策について 

 


